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東京都立大学哲学会 2014 
厚い概念としての人間の尊厳 堂園俊彦 ( 1 ) 
『イ リーアス』第21巻河辺の戦いにおける叙述構成の反復と展開
ーアキレウス対リュカーオーンおよび、対アステロバイオス（IZ.21.34-221）一
古i事香乃 (25) 
小叙事詩としての「アリスタエウス物語J
一 二つの物語に見られる対比と連続 一 上野由貴 (51) 
2013年度哲学教室関係記事
授業題 目
付は非常勤講師）
教養 ・外国語授業題目
哲学 A
哲学 B
倫理学A
倫理学B
論理学A・B
心の哲学
科学哲学
自然と文明の哲学
学部授業題目
（講義）
古代中世哲学史
近世哲学史
日本倫理思想史
（演習）
石川 求
実川敏夫
犬上村直樹
＊勝西良典
松阪陽一
金子善彦
岡本賢吾
千代島雅
金子／伊藤
実川／石川
＊徳重公美
哲学基礎演習I E. J. Lowe, Locke 
哲学基礎演習I Merleau-Ponty 
学部・大学院共通授業題目
（特殊講義）
論理学中級
言語哲学入門
新プラトン主義の哲学
新約聖書
デカルトの哲学
ガダマーの哲学
環境と生命の倫理
技術と倫理
西洋古典学A
ギリシア語I
ギリシア語iI 
ラテン Z苦I
ラテン E昔I
美学
西洋古典学概説I
西洋古典学概説I
メルロ ＝ポンティを中心とするフランス現代哲学
20世紀現代フランス思想を通した現代社会の諸問題の考察
情報と様相の論理と哲学入門
形式主義（証明論）を中心とする数学の哲学
タイムマシンの哲学
因果関係の哲学
（哲学・倫理学演習）
Platon, Apologia Socratis 
Aristoteles, De anima 
Aristoteles, De anima 
Spinoza, Ethica 
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＊長沼 淳
千代島雅
大芝芳弘
＊高橋克美
小池 登
会高橋克美
大芝芳弘
＊宮川 達
小池登
大芝芳弘
松阪陽一
実川敏夫
岡本賢吾
松阪陽一
安金j峯 修
＊甲斐博見
実川敏夫
＊薪藤元紀
＊杉本隆久
＊永野 1関
岡本賢吾
＊秋吉亮太
千代島雅
千代島雅
金子善彦
金子善彦
安伊藤雅巳
石川 求
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Kant, Kritik der Urteilskraft 
Hegel, Wissenschaft der Logik 
Nietzsche, Also sprach Zarathustra 
哲学誌56号
Bergson, Les deux sources de la morale et dela religion 
Wittgenstein, Tractatus logico神ilosophicus
Paul Grice，“Some Remarks about Senses" 
研究発表と討論
（西洋古典学演習）
Platon, Politeia （ギリシア語散文〉
Aischylos, Persai （ギリシア語韻文〉
Livi us, Ab Urbe Condita 〈ラテン語散文〉
Vergilius, Aeneis （ラテン語韻文〉
Propertius （ラテン語韻文〉
大学院授業題目
石川 求
石川 求
千代島雅
実川敏夫
岡本賢吾
松阪陽一
岡本賢吾
大芝芳弘
小池 主支3ιに
小池 ヌ主当土に
大芝芳弘
＊日向太郎
古代哲学研究修士課程博士課程在学者への論文作成指導 金子善彦
近世哲学研究修士課程博士課程在学者への論文作成指導 石川 求
近世哲学研究修士課程－博士課程在学者への論文作成指導 実川敏夫
現代哲学研究修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導 岡本／松阪
西洋古典学研究法修士課程・博士課程在学者への論文作成指導 大芝／小池
博士論文指導博士課程在学者への論文作成指導 博士課程指導教員
論文題目 （2012年度）
卒業論文
名前の意味とは何か
確定記述の指示的用法と聞き手の解釈について
知識をめぐるソリテス・パラドックスについて
エウリピデス「バッカイ」における神と人間
音楽と感情の関係
『ツァラ トゥス トラjの没落
公理的集合論の基礎における命題の証明
命題様相論理証明系と可能世界意味論の健全性完全性
幾何学による現象的性質の分析
修士論文
確率ゲーム・情報の流れ 確率論の概念的基礎ー
『論理哲学論考』における 「命題」 ・「様相」 ・「分析」
一フレーゲとの関わりの中でー
直観主義命題論理の正規化と完全性
ーカリー ハワード同型対応，および1 クリプキモデルを用いてー
学科消息
2014年4月に，江川隆男助教が立教大学に転出します
市岡あゃな
小津裕弥
佐々木達央
田村彩希子
中原遥香
新田 実
林田匡平
細谷周平
森悠貴
釣馬 翼
浅野将秀
山崎紗紀子
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2013年度学会記事
第 56回総会友び第37回研究発表大会
2013年7月13日
第56回総会
例年通り，前年度の事業報告が行われ，今年度の事業計画が議せられました
また，「東京都立大学哲学会研究助成」制度の創設が，全会一致で承認されました
第37回研究発表大会
今回は下記の研究発表が行われました（午後 12時30分～5時20分）一
『論理哲学論考jにおける命題について 浅野将秀
情報と確率の現代論理学的考察 釘馬翼
直観主義論理と様相論理 山崎紗紀子
小叙事詩としての「アリスタエウス物語」（VergiliusGeorgica 4.315-558) 
一 二つの物語に見られる対比と連続一 上野由貴
ハイデガーのカント解釈
超越論的存在経験への眼差し一 上田圭委子
プラトン 『メノン』篇冒頭文の意味
冒頭文と い ノンj篇の構造 凹島孝
総会・研究発表大会の後，懇親会が催されました 約40名の方々が参加されて
盛況のうちに閉会しました
言ト 報
本学会会員であり，元東京都立大学教授であられた伊吹雄先生が， 2014年2
月1日，お亡くなりになりました（享年81).心よりご冥福をお祈りいたします．
会員出版物の紹介
以下に記載させていただいたのは，本誌編集委員が把握することのできた限りの
ものです（会員である著者－訳者名 50音順）
伊吹雄著
『新約聖書の根本問題十字架・復活・高挙の神学』知泉書館， 2014年
加藤信朗著
『平和なる共生の世界秩序を求めて 政治哲学の原点』知泉書館， 2013年
川島重成ほか編，河島恩朗ほか著
『パストラル 牧歌のi原流と展開』ピナケス出版， 2013年
栗原裕次著
『イデアと幸福 プラトンを学ぶ』知泉書館， 2013年
会員の皆様の研究業績に関する情報を集めております とくに，研究書を出版さ
れた方はご一報下さい
84 哲学誌56号
東京都立大学哲学会研究助成の対象者について
今年度（2013年度）の東京都立大学哲学会研究助成の対象者は，本学会委員長
および運営委員からなる選考委員の厳正な選考の結果，淀川優太氏（研究課題「理
性的推論における判断の様相性を手掛かりとする，カント批判哲学における人間理
性による自然の統ーへのアプローチ」）に決定いたしました
本号掲載論文について
本誌掲載論文はすべて，会員の公募論文から厳正な審査を経て選ばれたものです。
『哲学誌』第 57号掲載論文投稿規定
下記の通り 『哲学誌』第57号の原稿を募集いたします ふるってご応募下さい．
1. テーマ
限定しません（ただしオリジナル論文に限ります）．
2. 長さ
［和文の場合］ 24,000字（400字詰原稿用紙に換算して 60枚）以内
（注 ・文献表を含む）
［欧文の場合］ 12,000語以内
3. 体裁
・正・副計3部提出して下さい．
．欧文タイトルを添えて下さい．
－採用が決定した場合，あらためて電子テキストを提出していただきます
4.提出場所
192-0397八王子市南大沢 1-1
首都大学東京哲学事務室内
東京都立大学哲学会事務局
(TEL 042-677・2068I FAX 042-677-2073) 
5.提出期限
2014年 10月1日（水）午後5時必着（厳守）
編集後記
第56回総会においてご承認し3ただいたことをうけて，今年度（2013年度）から，
「東京都立大学哲学会研究助成」制度がはじまりました 私どもの周知が必ずしも
十分で、なかったこともあり，応募者が少なかったのは残念で、したが，有望と思われ
る研究課題に助成をすることができました来年度以降ふ資格のある方は是非と
もご応募ください．
今年度も，多くの先生方に査読の労をとっていただきました お忙しいところご
尽力いただきましたことに， 心より御礼申し上げます
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東京都立大学哲学会規約
第 1条 本会は東京都立大学哲学会と称し，東京都立大学人文学部哲学科および
首都大学東京都市教養学部哲学教室の関係者，ならびに，本会が特に承
認する者の任意加入を以て構成される
第2条 本会は広義の哲学思想、の研究とその普及を計ることを目的とする
第3条 本会は前条の目的を達成するために以下の事業を行う
1 毎年数回研究発表会を開く うち 1回は大会とする
2 毎年 1回会誌を発行する
3 他の哲学会との交流を行う
4 哲学に関する著述・翻訳を組織的に行いその出版を計る
第4条 本会は会員組織とし，会員は一般会員，名誉会員からなる
第5条 第3条の事業を行うための機関として総会および委員制度を設ける
1 年 1回総会を開催する
2 委員は委員長 1運営委員若干名編集委員若干名会計監査2監
事若干名とし，総会で選出される
3 委員の任期は 2年とする ただし再選を妨げない
第6条 本会の経費は会費および寄付金によってこれを賄う
1 会員は会費を納入するものとする e ただし名誉会員はそのかぎりではない
2 会費は年額一律 4,000円とする ただし学生は 2,000円とする
3 寄付金は一口 10,000円として受け付ける
第7条 会員は会誌の配付をうけ本会の行う諸種の行事に参加することができる
第8条 5年以上の会費未納者は退会とみなす
第9条 本会の事務所は首都大学東京都市教養学部哲学事務室内に置く
第10条 本会規約の改正変更はすべて総会の決議による
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HISTORIA PHILOSOPHIAE No. 56 
The Society of Philosophy of Tokyo Metropolitan University 2014 
Human Dignity as Thick Concept DOHZONO Toshihiko 
Repetition and Developm巴ntof the Narrative Structure 
of the Battle by the River in the Iliad 21 : Achilles against 
Lycaon and againstAsteropaeus (Jl.21.34-221) FURUSAWAKano 25 
The Story of Aristaeus as an Epyllion: Contrast and Continuity 
of the Two Episodes UENOYuki 51 
